
　平成2８年（201６年）３月1８日

事業計画 事業目標 事業実績 課　　　題

263,219千円

産業振興センター管理運営

事業

【札幌市受託事業】

105,958千円

・セミナールーム等利用促進のためのＰＲ（ＨＰ

の更新含む）

・スタートアッププロジェクトルーム入居者の発

掘及び入居者への経営相談等支援

・セミナールームの稼働率：80％以上

・スタートアッププロジェクトルーム入居

率：80％以上

・利用者アンケート満足度：90％以上

・セミナールーム稼働率：78％

・スタートアッププロジェクトルーム稼働率：

70％

・利用者アンケート満足度：86％

・セミナールーム、スタートアッププロ

ジェクトルームの稼働率の向上

・札幌の産業振興拠点としての機能発

揮

・地域を代表するような企業の輩出

中小企業経営セミナー等事

業

【札幌市補助事業】

19,110千円

・創業者向けセミナー、経営者向けセミナー等の

開催

・起業道場（6コマで１シリーズ完結）の開催

・創業者向けセミナー：１５回／年

・起業道場：４回／年

・経営者向けセミナー等：９回／年

・人材育成セミナー：30回／年

・創業者向けセミナー：２１回、延２８１名

・起業道場：4回、延５０名

・経営者向けセミナー：１０回、延２０６名

・人材育成セミナー：23回、延405名

・創業者向けセミナー受講生のスタート

アッププロジェクトルームへの入居

・ニーズの高い、中小企業の人材育成の

ためのセミナーの拡大

・創業及び新たな事業分野への進出の

促進

・企業活動を支える人材の育成による

企業経営力の強化

女性起業家交流会実施事業

【札幌市受託事業】

181千円

・札幌市内で活躍する女性起業家と起業を目指す

女性の交流の場を創出し、市内の創業の促進につ

なげる。

・女性起業家交流会：参加者４０名 ・女性起業家交流会：参加者４０名 ・新たな女性起業家の発掘 ・交流会参加者の事後フォローアップ

調査等

札幌ベンチャーグランプリ

事業

【札幌市受託事業】

3,113千円

・今後の成長が期待でき、地域活性化の新たな担

い手となりうる起業志望者や起業後間もないベン

チャー企業等を表彰するため、SAPPOROベン

チャーグランプリを開催

 ・優れたビジネスアイディアに賞金（総額100万

円）を交付

・地域経済をけん引するベンチャーの表彰

件数：５件

・地域経済をけん引するベンチャーの表彰件

数：５件

・地域経済においてロールモデルとなる

起業家の発掘

・札幌市における創業マインドの向上

を図り、市内経済の新たな担い手を創

出

ベンチャー育成事業

【札幌市補助事業】

7,884千円

・前年度のSAPPOROベンチャーグランプリ表彰

受賞者への経営支援、資金繰り支援

・事業化、ビジネスアイディアの実現に向けた集

中的な経営サポートを実施

・ハンズオン支援：5件／年 平成28年度新規事業

—

・地域経済におけるオンリーワン企業

としての存在感を発揮

ベンチャー支援事業

【札幌市補助事業】

※H27廃止

－ － －

・継続３社（Ｈ２６年度～）のベンチャー企業

へのハンズオン支援

・創業時より売上が倍増した累計企業数：２5

社（支援累計企業数４３社）

・支援終了後のベンチャー企業へのフォ

ローアップ体制の充実

—

中小企業ネットワーク構

築・推進事業

【札幌市補助事業】

21,400千円

６次産業活性化推進事業

【札幌市補助事業】

38,574千円

・６次産業活性化のための補助：５件採択／年

・企業訪問件数：1,500件／年

・企業訪問によるコーディネート：100件／

年

・マッチングイベント開催：２回／年

・さっぽろ産業ポータルアクセス数：205万

／年

・企業ニーズ等の調査：1,000件／年

・一次産品を「原料」として供給する形

態から、付加価値をつけた「商品」とし

て製造・販売する形態への構造転換（付

加価値率の向上）

・食品加工業の成長・拡大と地元企業

による輸出を含めた販売力強化

・道内食品産業の付加価値の拡大

・札幌の魅力である食を強化する取組

を創出するため、企業ニーズ等の調査

による状況把握

平成２８年度

産業振興センター産業振興センター産業振興センター産業振興センター

・６次産業化のさらなる推進

・ものづくりチームによる、道内１次生産者及び

市内ものづくり企業のニーズ収集並びに道内１次

産業者と市内２次３次産業者との連携による新商

品開発の促進

・マッチングイベント（市内ものづくり企業と道

内1次生産者等）の開催

・WEBサイト「さっぽろ産業ポータル」の運営

・中小企業・団体とのネットワークの構築による

実効的なコーディネート機能の実践

・調査票を用いた企業ニーズ等の調査により、企

業が抱える経営課題の把握、支援先の拡大、さっ

ぽろ産業振興財団の認知度向上を図る

・６次産業活性化のための補助：４件採択

／年

・企業訪問件数：1,700件／年

・企業訪問によるコーディネート：120件

／年

・マッチングイベント開催：２回／年

・さっぽろ産業ポータルアクセス数：210

万／年

・企業ニーズ等の調査：1,000件／年

一般財団法人さっぽろ産業振興財団　　平成28年度事業計画・目標一覧一般財団法人さっぽろ産業振興財団　　平成28年度事業計画・目標一覧一般財団法人さっぽろ産業振興財団　　平成28年度事業計画・目標一覧一般財団法人さっぽろ産業振興財団　　平成28年度事業計画・目標一覧

事　業　名

支出予算額

（千円）

平成２７年度(見込み）

所

管

今後の方向性（概ね5年）
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事業計画 事業目標 事業実績 課　　　題

平成２８年度

事　業　名

支出予算額

（千円）

平成２７年度(見込み）

所

管

今後の方向性（概ね5年）

食品海外販路拡大支援事業

【札幌市補助事業】

（旧アジア圏等経済交流促

進事業）

23,000千円

・販路拡大チームによる、アジア諸国における道

産食品の輸出活性化に向けた支援

・各国マーケットの需要及び受入状況調査、道内

サプライヤーの状況把握及び整理、効果的な商談

が見込める商材の分析及び発掘

・商品登録方法等輸出実務上のルールを仕向け地

ごとに整理し企業へ情報提供

・市内企業の海外向け情報発信に係るコンサル

ティング等の支援

・貿易関連相談件数：３２０件／年

・商談サポートによる輸出額：120,000千

円

・貿易関連相談件数：３００件／年

・商談サポートによる輸出額：100,000千円

・仕向地ごとのマーケットに即した戦略

的な販路開拓、商流構築

・道産食品のアジア諸国での販路拡

大、ブランド力の向上

・北海道ブランドの拡大・認知をきっ

かけとしたインバウンド増

・支援先における輸出関連業務のノウ

ハウ蓄積の推進

輸出仕様食品製造支援事業

【札幌市補助事業】

20,900千円

・輸出国に適合した食品開発促進

・上記に係る仕向け地におけるマーケティング活

動支援

・輸出仕様食品開発のための補助：10件採

択／年

・輸出仕様食品開発のための補助：15件採択

／年

・年度内の販売実績に繋がる即効性のあ

るサポート体制の充実

・補助金採択企業間の連携による相乗効

果の創出

・市内企業の海外への販売力強化

・北海道ブランド定着促進

北大ビジネスインキュベー

ション支援事業

【札幌市受託事業】

4,473千円

・開設当初より継続しているインキュベーション

マネジャー1名の派遣による施設入居企業に対する

経営支援

・経営アドバイス件数：４００件／年

・マッチング件数：４０件／年

・経営アドバイス件数：４００件／年

・マッチング件数：4０件／年

・新たな入居企業の発掘・選定 ・入居企業の成長による札幌バイオ産

業発展のエンジン機能の発揮

ものづくり人材確保・魅力

発信事業

【札幌市補助事業】

12,876千円

・ものづくり企業の人材ニーズと理系人材のマッ

チングに向けた調査

・ものづくり企業における課題（人材育成、製品

開発、行政に求める支援策等）把握

・市内の優秀な技術を持つ企業の情報発信

・ものづくり企業等への企業訪問：300件

・札幌の技術2016発行：1回／年

・「職人の匠の技」制作：1回／年

平成28年度新規事業

—

・将来を担う創造性豊かなものづくり

人材の輩出

・地域を支える魅力ある企業への成長

をを促すための企業間連携構築の推進

デザイン活用型製品開発支

援事業

【札幌市補助事業】

5,750千円

・ものづくり企業の製品開発等の支援

・ものづくりにおける「デザイン戦略」活用の普

及啓発

・専門家等による製品開発から販売戦略までの一

貫的支援

・ものづくりセミナー：１回／年

・ものづくり道場：５回／年

・製品開発プロデューサー及びアドバイ

ザーによる支援：3社／年

・ものづくりセミナー：２回／年

・ものづくり道場：２回／年

・製品開発プロデューサー及びアドバイザーに

よる支援：２社／年

・本市ものづくり企業において不足して

いる、顧客の求めるニーズに対応する

「企画力」「販売力」「ブランド力」の

強化

・ものづくり企業における製品開発力

や競争力の強化による本市の「ものづ

くり産業」の振興

41,281千円

・経営診断（企業ドック診断）による財務データ

の提供

・中小企業者等が抱える経営課題解決に向けたア

ドバイザー派遣

・創業資金等の事後フォローアップによる継続的

な支援体制の構築

・経営相談窓口による経営支援の強化、各種制度

融資等の活用に関する提案

・経営診断（企業ドック診断）：110件／

年

・アドバイザー派遣：50件（企業数25

社）／年

・企業訪問による事後フォローアップ等

150件／年

・経営・融資相談件数：4,000件／年

・経営診断（企業ドック診断）：64件／年

・アドバイザー派遣：41件（企業数:21社）

／年

・企業訪問による事後フォローアップ：158

件／年

・経営・融資相談件数：3,660件／年

・システムの再構築

・広報強化による利用促進

・斡旋先への事後フォローの徹底、優良

先の発掘

・「さっぽろ創業支援プラザ」の利活用

・融資斡旋以外の経営支援の充実

・中小企業者への円滑な資金調達の支

援と質の高い経営支援

・「さっぽろ創業支援プラザ」の相談

体制強化

・他中小企業支援機関との連携強化に

よる有効な情報提供

・女性起業家への創業支援による創業

の拡大

・創業支援資金の適切な相談・融資受付

・中小企業者等が抱える高度な経営課題・相談に

対応するため、専門家派遣の実施

・女性中小企業診断士による女性向け起業前・起

業後の経営支援

・融資あっせん件数：150件／年

・専門家派遣：20社（40日）／年

・女性中小企業診断士による女性向け起

業・経営相談窓口　52日/年

・融資あっせん件数：81件／年

・【国との協力事業】専門家派遣：10社（20

日）／年

・「さっぽろ創業支援プラザ」で相談対応

52日／年

・専門相談員のスキルアップ

・国の制度の積極的な活用促進

・女性起業家への周知徹底を図る

商圏分析事業

【財団自主事業】

630千円

・商圏分析システムデータの充実による分析精度

の高い情報の提供 ・商圏分析（出店くん）：60社／年

・商圏分析(出店くん)：41社／年 ・商圏分析の利用促進

さっぽろ版事業者評価事業

【札幌市補助事業】

3,100千円

・財務諸表では読み取ることが困難な技術力・

サービス等を客観的に評価を行い、経営改善や資

金調達に繋がる経営支援 ・評価報告書：30件/年 平成28年度新規事業 —

・事業者評価書を通じ中小企業の経営

基盤の強化と成長を支援

中小企業支援センター中小企業支援センター中小企業支援センター中小企業支援センター

中小企業支援センター事業

【札幌市受託事業】

37,551千円
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事業計画 事業目標 事業実績 課　　　題

平成２８年度

事　業　名

支出予算額

（千円）

平成２７年度(見込み）
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管

今後の方向性（概ね5年）

169,923千円

エレクトロニクスセンター

管理運営事業

【札幌市受託事業】

71,572千円

技術開発室支援事業

【財団自主事業】

35,512千円

ITイノベーション推進事業

【財団自主事業】

6,167千円

・今後注目すべき新技術やＩＴを活用したイノ

ベーション事例などの調査

・最新技術に係る情報提供・人材育成

・市内IT企業の海外展開等のイノベーティブな活動

の支援

・最新技術に係る実践的な研修の実施：3件

・新技術活用の事例紹介セミナー：2件

・市内IT企業向け実践的研修の開催：3件

・新技術活用の事例紹介セミナー：2件

・次世代の新技術に係る情報収集と、市

内IT企業への迅速な展開

・新技術を応用した新しいサービスモ

デルの創出や、必要とされる人材育成

に資する機能の提供

IT企業高度化推進事業

【札幌市補助事業】

12,932千円

・最新技術に係る普及・啓発セミナー・イベント

開催

　（札幌市ITイノベーション研究会、Developers

Festa Sapporo等）

・スマホ・タブレット用アプリの開発等、最新の

開発技術に関する研修の開催

・イベント集客：延べ500名

・最新技術研修参加者：延べ300名

・最新技術に係る普及・啓発セミナー・イベン

ト集客：延べ約440名

　（札幌ITイノベーション研究会、

Developers Festa）

・最新の開発技術に関する研修参加者：延べ

217名

・新技術を活用し、時代のニーズを踏ま

えたビジネスをデザインできる高度なIT

人材の育成

・より実践的な技術研修の実施

・市内IT企業が、札幌発となる多数の

新製品・新サービスを創出

・最新の技術・サービスを提供する経

営者・技術者のコミュニティの形成

IT利活用ビジネス拡大事業

【札幌市補助事業】

17,846千円

・IT利活用拡大の啓蒙普及セミナーや、IT技術活用

によるビジネスイノベーション事例の紹介セミ

ナーを開催

・市内IT企業と他産業企業とのマッチング交流会の

開催

・IT利活用の促進のためのユーザ企業向け戦略的IT

システム開発費の補助

・IT利活用ユーザ企業向けセミナー　参加

者：400人

・マッチング交流会　IT企業参加：延べ8

社、他産業企業参加：延べ80社

・ITコーディネータ活用等によるIT企業と

ユーザ企業のマッチング：10件

・戦略的ITシステム開発費の補助

   ＠2,000千円×5件

・IT利活用ユーザ企業向けセミナー：延べ3回

355名参加

・マッチング交流会：  IT4社、他産業企業36

社参加

・ITコーディネータ活用等によるIT企業とユー

ザ企業のマッチング：10件

・IT利活用促進事業費補助金：7件採択（応募

19件）

・セミナーやマッチングの結果のフォ

ローアップ

・他産業企業との効果的なマッチングの

実施

・ITコーディネータとのさらなる連携強

化によるユーザ企業の戦略的IT投資の促

進

・IT業界全体のリーディング・カンパ

ニーとなる札幌市内ＩＴ企業の育成

・IT技術活用による新しい製品やサー

ビスが創出される環境が醸成

IT×バイオ連携推進事業

【札幌市補助事業】

25,894千円

・市内IT企業を対象に食・バイオ関連の技術や業界

の動向などに関する研修会「バイオ・トピックス

研修会」を開催する。

・IT企業とバイオ企業とのマッチングを促す為の、

バイオ企業の視察会や、フォローアップとしての

研究会の開催。

・ウェットラボ入居企業を対象とした、研究開発

やIT利活用に係る補助金の交付

・「バイオ・トピックス研修会」：1回開

催、　参加IT企業数：15社

・視察会：2回開催、IT企業延べ20社参加

・研究会：研究会参加IT企業15社

・補助金の交付

　 研究開発補助：4件（計10,000千円）

　 IT利活用補助：4件（計12,000千円）

・「バイオ・トピックス研修会」：1回開催、

参加IT企業数：6社

・視察会：2回開催、IT企業延べ10社参加

・研究会：研究会参加IT企業12社

・補助金の交付

　　研究開発補助：1件（計1,000千円）

・IT企業と食・バイオ関連企業を結び付

けるコーディネーション力の不足

・互いが連携することの意識の醸成

・市内IT企業と食・バイオ関連企業の

連携促進により、IT利活用の活発化及

びモデルケースの創出

・機能性食品となりうる新素材の発掘

など、IT企業と食・バイオ関連企業に

よる共同研究の開始

・年度末入居65.7%（技術開発室） ・利用者ニーズを把握した上でのサービ

ス提供

・技術開発室Ｂ（ウェットラボ）入居企

業の誘致

・大規模修繕に係る入居者との調整等

・エレクトロニクスセンター（技術会

開発室）の入居率の向上

・会議室等利用促進のためのＰＲ

・技術開発室入居率向上のための誘致活動

・年度末入居率：70%超（技術開発室）

エレクトロニクスセンターエレクトロニクスセンターエレクトロニクスセンターエレクトロニクスセンター
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事業計画 事業目標 事業実績 課　　　題

平成２８年度

事　業　名

支出予算額

（千円）

平成２７年度(見込み）

所

管

今後の方向性（概ね5年）

198,819千円

ＩＣＣ施設管理運営事業

【札幌市受託事業】

28,327千円

コンテンツ産業振興事業

【札幌市補助事業】

29,479千円

札幌国際短編映画祭支援シ

ステム事業

【札幌市補助事業】

3,800千円

・札幌国際短編映画祭支援システムの管理 ・札幌国際短編映画祭支援システムの安定

稼働

・札幌国際短編映画祭支援システムの安定稼働 ・札幌国際短編映画祭支援システムの利

便性の向上

・札幌国際短編映画祭の円滑な運営の

支援

・「札幌映像機構」の運営

・映像関連産業の振興

・国際共同制作の推進

・フィルムコミッション機能の一層の強化

・地域連携等による国内外映像見本市への出展

・映画・ドラマ・国際共同制作案件等の推

進：３件

・地域連携等による国内外映像見本市への

出展：３件

・他都市連携国際共同制作案件組成・コーディ

ネート（京都市との連携：タイテレビ番組）

・タイ政府観光庁との映像交流事業

・フィルムコミッション事業（タイ歴代興行収

入１位の監督の映画を誘致）

・札幌特区通訳案内士研修の実施

・札幌特区映像撮影コーディネーター研修の実

施

・映画・ドラマの誘致

・国際共同制作の促進

・研修終了後の具体的な活用（通訳案内

士・コーディネーター）

・札幌・北海道の映像コンテンツの販路

拡大

・映像関連産業の振興

・映像のプロモーション効果を活かし

た観光客の誘致や道産食品の海外輸出

など、多様な産業への波及効果を産み

出すことによる地域全体の活性化

・札幌を舞台とした映画・ドラマを誘

致

・シンガポールＡＴＦへの出展　札幌を含む国

内７地域のコンテンツホルダー15団体との共

同出展

・香港フィルマートへの出展　札幌を含む国内

９地域のコンテンツホルダー24団体との共同

出展

・札幌市内テレビ局とのベトナムtelefilm及び

東京ＴＩＦＦＣＯＭへの出展

映像制作助成事業

【札幌市補助事業】

60,000千円

・札幌市内における映像制作の一層の促進

・上記を目的とした札幌市に経済効果やＰＲ効果

をもたらすと認められる映像制作に係る経費を対

象とした助成

・助成実施件数：12件 ※新規事業（平成２７年度までは札幌市の直接

事務）

・本助成制度を周知する機会の拡大

・事業者のニーズに応じた運営

 

インタークロスクリエイティブセンター（ＩＣＣ）インタークロスクリエイティブセンター（ＩＣＣ）インタークロスクリエイティブセンター（ＩＣＣ）インタークロスクリエイティブセンター（ＩＣＣ）

・クロスガーデン利用者数：月平均237名

・クリエイティブルーム入居率：70％

・プロジェクト登録数：54件

・クリエイティブワークショップ：

（11回）　延270名

・プロジェクトミーティング：

（5回）延330名

・共催イベント（52回開催）：延1,970名

・コンサルティング件数：延50件

・クリエイター向けビジネス講座：

（5回）延350名

・コンテンツ産業と他産業協業促進イベント①

（6回）延270名

・デザイン啓発セミナー：①に含む

・コンテンツ産業と他産業との協業による事業

創出：(5件)

・登録プロジェクトからの事業創出：

（3件）

・ホームページアクセス数：26.7万ＰＶ

・クロスガーデン利用者数の向上

・クリエイティブルームの入居率の向上

・有効なプロジェクトの集積

・登録プロジェクトのビジネス化促進

・プロジェクト間の情報交換および融合

・協業によるモデルケースの創造・創出

・札幌のコンテンツ産業の振興拠点と

なる各種事業の実施

・ICCを拠点とする高い競争力を持つ

札幌のコンテンツ産業の確立

・国際的な市場開拓のためのネット

ワーク形成

63,000千円

・映像を通した新たな観光資源の発掘

・若手クリエイターの映像制作に関する企

画力・制作力の向上

・デジタル工房稼働率６０％

・市内の若手映像作家クリエイターによる札幌

の場所にまつわるエピソードを資材としたオリ

ジナルのコンテンツを3本制作

・デジタル工房稼働率：42％

・貸出機材稼働率：27％

・観光産業等、他産業への活用

・動画配信による視聴者確保

・デジタル工房利用者の確保

映像産業振興事業

【札幌市受託事業】

（旧コンテンツ特区推進事

業）

・1階クロスガーデン（情報発信スペース）の利用

促進

・2階クリエイティブルームの入居促進

・有効なプロジェクトの発掘・登録促進

・登録プロジェクトのビジネス化促進

・クリエイターのビジネススキル向上を目的とし

たセミナー・ワークショップの開催

・プロジェクトの推進支援およびネットワーキン

グを目的としたプロジェクトミーティングの開催

・コンテンツ産業と他産業との協業によるビジネ

スモデルの構築

・市内クリエイターと他産業企業のマッチング

・クロスガーデン利用者数：月平均250名

・クリエイティブルーム入居率:85%

・プロジェクト登録数：58件

・コンテンツ活用促進セミナー：

（6回）240名

・クリエイティブビジネス講座：

（5回）200名

・クリエイティブエキシビジョン：

（2回）100名

・クリエイター招へいイベント：

（3回）100名

・クロスガーデンオンライン：

（随時）2本配信

・札幌国際短編映画祭マンスリーショー

ト：（10回）400名

・財団主宰によるプロジェクトの創出と展

開：（通年）

・道内連携プロジェクト補助事業：

（通年）

・コンサルティング件数：延50件

・ホームページアクセス数：28万PV／年

コンテンツ人材育成事業

【札幌市補助事業】

14,213千円

・市内の若手映像作家クリエイターによる札幌の

観光資源をテーマとしたオリジナルのコンテンツ

の制作

・デジタル工房利用促進に向け、機材に関するレ

ンタルニーズの把握と、ＨＰ等の活用によるＰＲ

の実施

10


